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 三陸創造プロジェクト 

将来にわたって持続可能な新しい三陸地域の創造を目指す 

三陸創造プロジェクト 
 

東日本大震災津波により甚大な被害を受けた三陸地域の早期の復旧、復興は 

もとより、長期的な視点に立ち、多くの人々をひきつけ、多様な人材が育まれ 

る、将来にわたって持続可能な新しい三陸地域の創造を目指す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本県の三陸地域においては、東日本大震災津波の発生以前から、人口減少や高齢化、それ

に伴う地域の社会経済の活力の減退などが課題とされてきたところであるが、東日本大震災

津波によってこれらの問題がさらに顕在化しており、産業や地域コミュニティの担い手の不

足、消費需要の減少による地域経済の縮小などが懸念される状況となっている。 

 

一方で、沖合に黒潮と親潮が交錯する世界有数の漁場や、我が国を代表する優れた海岸美、

海底・海中資源活用の可能性など、「海」の資源が豊富であるとともに、心のゆとりを実感で

きる三陸地域の風土のもと、人々の粘り強さや、人と人とのつながりの中で培われた思いや

りの精神により、安らぎのある暮らしを実現していく環境にも恵まれている。 

 

また、三陸地域では、国において復興に向けたリーディングプロジェクトとして位置付け

られた「復興道路」の早期整備に向けて、かつてないスピードで取組が進められている。 

これらの道路は、物流の効率化や産業拠点との連携・連絡の強化、救急医療施設への搬送

時間の短縮など、暮らしと産業を支えるとともに、災害時には緊急支援物資等の効率的で確

実な輸送や迅速な復旧活動が可能となるなど、道路の整備によって、内陸と沿岸、沿岸南北

の地域間交流・連携の促進をはじめ、水産業や観光の振興などによる地域の復興促進が期待

される。 
 
「三陸創造プロジェクト」は、長期的な視点に立ったうえで、三陸地域が持つこれらの特

性と環境変化を最大限に生かしながら、そこで展開される生き方、暮らしやなりわいが生み

出す『三陸ブランド』を確立させることで、より多くの人々をひきつけ、さらに交流・連携

を深めることで多様な人材が育まれる将来にわたって持続可能な新しい三陸地域の創造を目

指すものである。 
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岩手県東日本大震災津波復興計画 

復興実施計画（第２期）（抜粋）[三陸創造プロジェクト] 
資料２-４ 
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 三陸創造プロジェクト 

多様な主体 
と の 連 携 

創 造 性 

横  断  性 

独 自 性 

長 期 性 

 『三陸創造プロジェクト』の特徴 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「岩手県東日本大震災津波復興計画 復興基本計画」中「第４章 復興に向
けた原則と具体的取組」に掲げる10分野の取組とともに、目指す姿の実現に
向け、これらの分野を越えて横断的に取り組むもの。 

三陸地域の産業や暮らし、歴史・文化、地理的条件などを踏まえ、三陸らし
い地域資源や特性などを最大限に生かしていくもの。 

計画期間内での一定の成果を目指しつつも、より長期的な展望を踏まえ、計
画期間を越えて取り組んでいく必要のあるもの。 
永続的に取り組むべきもの。 

復興に向けて、県民はもとより、関係団体、企業、ＮＰＯや大学等の高等教
育機関など、多様な主体とともに連携していくという計画推進の考え方に基
づき、幅広く意見や提言を伺いながら、具体化を進めていくもの。 

地域における新しい価値の創造を目指しながら、県民に夢と希望をもたらす
取組として実現を目指すもの。 
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 三陸創造プロジェクト 

 ５つのプロジェクト 
 
『三陸創造プロジェクト』では、新しい三陸地域の創造を象徴する５つのプロジェクトを掲げ、

具体的取組を推進していく。 

また、５つのプロジェクトごとに、『目指す姿』を掲げ、その実現に向けて、各プロジェクトが

連携しながら、その取組を進めていくものである。 

さらに、『長期的な視野に立って具体化を進めるもの』として、第２期を越えて、その具体化を

検討していく取組を各プロジェクトにおいて掲げている。 

 (1) 『さんりく産業振興』プロジェクト 

高い生産性と収益性を実現する農林水産業の振興、三陸地域の資源を生かした地場産業の

振興や新産業の創出などにより、広く三陸地域全体の産業の振興を図る。 

(2) 『新たな交流による地域づくり』プロジェクト 

復興活動を契機とした交流人口の拡大や、豊かで多彩な自然環境、地形・地質、岩手の風

土に根ざした歴史の中で育まれた文化遺産や伝統芸能などを生かした地域ツーリズム等の展

開を通じて、新たな岩手ファンや観光客などとの交流拡大により、三陸地域における一層の

観光振興、定住・交流の促進を図る。 

(3) 『東日本大震災津波伝承まちづくり』プロジェクト 

東日本大震災津波により被災された方の故郷への思いや未曾有の大災害から得た経験を確

実に次世代に継承し、その教訓を「防災文化」として将来に生かすことによって、いわての

防災力向上など災害に強いまちづくりを推進する。 

(4) 『さんりくエコタウン形成』プロジェクト 

三陸の地域資源を活用した再生可能エネルギーや省エネルギー技術の導入を促進し、災害

にも対応できる自立・分散型のエネルギー供給体制を構築するとともに、３Ｒを基調とした

事業活動や生活様式が定着した循環型地域社会の形成を目指し、環境と共生したエコタウン

の実現に向けた取組を推進する。 

(5) 『国際研究交流拠点形成』プロジェクト 

三陸地域における「海」や「地質」などの資源や潜在的な可能性を生かしながら、国際的

な研究プロジェクトの実現や、海洋研究の国内外研究者等の調査・研究活動の促進とネット

ワークの形成などを通じて、三陸から世界をリードする国際研究拠点を形成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


